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(57)【要約】
【課題】頭部を容易かつ確実に差し替えることが可能な
人形の頭部連結構造を提供する。
【解決手段】人形の胴部１から突出して頭部１９内に挿
入可能な棒状部７と、棒状部７に着脱可能に連結される
連結部材３１とで構成され、棒状部７は環状の係合部１
３が長さ方向に複数個設けられ、連結部材３１は揺動可
能な左右の係合片４５を含み、左右の係合片４５は、そ
れぞれの係合爪部４９を対向するように突設するととも
に、それぞれの係合爪部４９間の距離が、棒状部７の係
合部１３に係合可能な距離となるように位置する第一状
態と、第一状態から左右の係合爪部４９同士を離間する
方向に回動してなる第二状態とに変位可能に構成した。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人形の胴部から突出し、人形の頭部に設けられた挿入孔部を介して頭部内に挿入される
頸部と、頭部内に挿入された前記頸部の所定位置に係合して頭部を着脱可能に連結する連
結部材と、で構成される人形の頭部連結構造であって、
　前記頸部は、前記頭部内に収容可能な長さを有する棒状部を含み、
　前記棒状部は、その長さ方向に複数個の係合部を備えており、
　前記連結部材は、前記棒状部が挿入可能な挿入口を備えるとともに、前記頭部の挿入孔
部よりも大径に形成された押え部と、
　前記押え部の挿入口縁部から間隔をあけて立設された左右の壁部と、
　前記左右の壁部にそれぞれ接続部を介して接続され、かつ前記左右の壁部間の空間に向
けて相対向して設けられた左右の係合片と、を含み、
　前記左右の係合片は、前記押え部寄りの端部にそれぞれ係合爪部を対向するように突設
するとともに、前記それぞれの係合爪部間の距離が、前記棒状部の係合部に係合可能な距
離となるように位置する第一状態と、前記第一状態から、前記接続部を支点として左右の
係合爪部同士を離間する方向に回動してなる第二状態と、に変位可能に構成されているこ
とを特徴とする人形の頭部連結構造。
【請求項２】
　前記係合部は、前記棒状部の軸心に対して直交する方向若しくは軸心に対して鋭角な角
度を形成する方向に突出する係合突面部と、
　前記係合突面部の外周縁から前記棒状部の外周面に向けて昇り傾斜状に形成される漏斗
状面部と、からなることを特徴とする請求項１に記載の人形の頭部連結構造。
【請求項３】
　前記連結部材は、合成樹脂材にて形成されており、前記係合片は、接続部の復元力に抗
してねじり変形させて第一状態から第二状態に変位可能であることを特徴とする請求項１
又は２に記載の人形の頭部連結構造。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人形（素体含む）の頭部を頸部に連結するための連結構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の人形には、頭部を着脱可能に構成されているものがあり、例えば、１体（１個）
の人形で、様々なキャラクタを演出して遊びたい場合など、表情を変えるため頭部を交換
したりする場合がある。すなわち、頭部を交換するのみで、様々なキャラクタに変えるこ
とができ、コストを掛けずに需要者の興趣を向上することができる。
【０００３】
　ところで、人形や人形の頭部の制作会社（販売会社）によって、頭部などの外皮を構成
するソフトビニル樹脂などの肉厚は、厚いもの薄いもの様々である。
　従来、人形の頭部を連結する構造として、特許文献１に開示の関節構造が提案されてい
る。しかし、特許文献１に開示の人形構造にあっては、頭部の変更による興趣の向上を目
的として成されているものではなく、肉厚の薄厚に対応し得ない構造であった。
【０００４】
　そこで、本発明者等は、特許文献２に開示の連結構造を先に提案している。
特許文献２に開示の頭部の連結構造は、円筒状に形成された頸部本体と、頸部本体内を、
人形の高さ方向に出没可能で、先端に大径の押え部を備えた棒状の摺動部とで構成し、摺
動部はコイルスプリングによって、常時押え部を頸部本体側へと引寄せ可能に構成してい
る。そして、頭部の下面に形成されている押え部よりも小径の連結孔部を押し広げるよう
にして押え部を嵌め入れていた。押え部は、コイルスプリングの復元力により頸部本体方
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向に引寄せられるため、その引寄せる力によって頭部の連結孔部周囲を、押え部と頸部本
体とによって挟み込んで固定させる構造である。
【０００５】
　このような構成を採用したため、コイルスプリングの伸長範囲で押え部と頸部本体との
間の頭部連結孔部周囲を挟み込む間隔（隙間）が広狭調整可能である。従って、頭部外皮
の肉厚に左右されずに頭部を差し替えることが可能であるため、頭部を変えることにより
、異なるキャラクタを簡単に表現でき大変有用である。
【０００６】
　しかし、特許文献２の場合において頭部を交換するには、次のような課題を有していた
。
コイルスプリングの復元力に抗して押え部を引き上げるとともに、連結孔部を押し広げる
ようにして押え部を頭部内から抜き外して頭部を分離する必要がある。また、別個の頭部
を差し替える場合にも、連結孔部を押し広げるようにして押え部を頭部内に嵌め入れると
ともに、コイルスプリングの復元力に抗して押え部を引き上げ、押え部と頸部本体との間
に形成される頭部連結孔部周囲を挟み込む間隔（隙間）を広くして挟み込む必要がある。
このような作業は、多大な労力を要するとともに作業手間が掛かり大変面倒である。
【０００７】
　そこで本発明者等は、さらに改良を加え、特許文献３に開示の連結構造を提案している
。
【０００８】
　特許文献３に開示の連結構造は、人形の胴部から突出した頸部と、頸部の一部を頭部内
にて係止可能な被係止部とで構成されている。頭部に備えた挿入孔部は、挿入可能な頸部
の一部の外径よりも大径で、頸部の一部が挿入可能な径をもって形成されている。
頸部は、頭部の挿入孔部に挿入可能な薄板状の係止部と、係止部を上下移動かつ左右回転
可能に上端に備える頸部本体と、係止部を常時頸部本体方向に引き寄せて、係止部を上下
方向に伸縮可能なスプリングとで構成されている。一方、被係止部は、頭部内に配され、
頭部の挿入孔部内周縁に当接可能な当接面と、頭部内にて、挿入孔部を介して挿入された
係止部を挿通可能な平面視で矩形状の挿通孔部と、弾性部材の弾性に抗して上方に引き上
げるとともに、左右何れかの方向に９０度回転させた係止部を、挿通孔部からずらして係
止する受け部とで構成されている。
すなわち、係止部を、挿入孔部及び被係止部の挿通孔部を介して頭部内に挿入し、その後
、係止部をスプリングの復元力に抗して上方に引き上げるとともに、左右何れかの方向に
９０度回転させて受部に係止させる。これにより頭部内にて頸部の一部である係止部の先
端が係止され、頭部が着脱可能に連結されるものである。
【０００９】
　この特許文献３に開示の連結構造によれば、頭部の挿入孔部を押し広げることもなく、
係止部の引き上げ動作と回転動作のみで頭部の差し替えが容易に成し得るため、従来の課
題を有効に解消し得るものである。
　しかし、特許文献３に開示の連結構造であっても、係止部をスプリングの復元力に抗し
て引き上げると共に、その状態を維持しつつ左右方向に回転させる手間を要していたため
、特に、強い力をあまり有していない女性や子供達などにあっては、容易に頭部の差し替
え作業が成し得ていたとは言えない場合もあったため改良の余地を残していたものである
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－１４０４４８号公報
【特許文献２】特開２００４－２２２９３５号公報
【特許文献３】特開２００７－０００２３０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、頭部を構成する外皮の肉厚に左右されることなく、頭部を容易かつ確
実に差し替えることが可能な人形の頭部連結構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を達成するために、第１の本発明が成した技術的手段は、人形の胴部から突出
し、人形の頭部に設けられた挿入孔部を介して頭部内に挿入される頸部と、頭部内に挿入
された前記頸部の所定位置に係合して頭部を着脱可能に連結する連結部材と、で構成され
る人形の頭部連結構造であって、
　前記頸部は、前記頭部内に収容可能な長さを有する棒状部を含み、
　前記棒状部は、その長さ方向に複数個の係合部を備えており、
　前記連結部材は、前記棒状部が挿入可能な挿入口を備えるとともに、前記頭部の挿入孔
部よりも大径に形成された押え部と、
　前記押え部の挿入口縁部から間隔をあけて立設された左右の壁部と、
　前記左右の壁部にそれぞれ接続部を介して接続され、かつ前記左右の壁部間の空間に向
けて相対向して設けられた左右の係合片と、を含み、
　前記左右の係合片は、前記押え部寄りの端部にそれぞれ係合爪部を対向するように突設
するとともに、前記それぞれの係合爪部間の距離が、前記棒状部の係合部に係合可能な距
離となるように位置する第一状態と、前記第一状態から、前記接続部を支点として左右の
係合爪部同士を離間する方向に回動してなる第二状態と、に変位可能に構成されているこ
とを特徴とする人形の頭部連結構造としたことである。
【００１３】
　第２の本発明は、第１の本発明において、前記係合部は、前記棒状部の軸心に対して直
交する方向若しくは軸心に対して鋭角な角度を形成する方向に突出する係合突面部と、
　前記係合突面部の外周縁から前記棒状部の外周面に向けて昇り傾斜状に形成される漏斗
状面部と、からなることを特徴とする人形の頭部連結構造としたことである。
【００１４】
　第３の本発明は、第１の本発明又は第２の本発明において、前記連結部材は、合成樹脂
材にて形成されており、前記係合片は、接続部の復元力に抗してねじり変形させて第一状
態から第二状態に変位可能であることを特徴とする人形の頭部連結構造としたことである
。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、頭部を構成する外皮の肉厚に左右されることなく、頭部を容易かつ確
実に差し替えることが可能な人形の頭部連結構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明人形の頭部連結構造の一実施形態を採用した人形全体の概略正面図である
。
【図２】本実施形態の人形の頭部連結構造により、頭部が頸部に連結している状態を説明
する縦断面図である。
【図３】本実施形態の人形の頭部連結構造を構成する連結部材であって、（ａ）は連結部
材の側面図、（ｂ）は連結部材の正面図、（ｃ）は連結部材の平面図、（ｄ）は連結部材
の底面図である。
【図４】本実施形態の人形の頭部連結構造を構成する連結部材であって、（ａ）は図３（
ｃ）のＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は図３（ｃ）のＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】本実施形態の人形の頭部連結構造の動作を示し、（ａ）は連結部材の左右の係合
片が、それぞれ第一状態に位置して頸部の棒状部を挟み込んで係合している状態を示す断
面図、（ｂ）は（ａ）にて使用した頭部を取り外し、取り外した頭部よりも肉厚の外皮を
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有する頭部に差し替えるとともに、連結部材の左右の係合片を、それぞれの係合片の接続
部の復元力に抗してねじり変形させて第一状態から第二状態に変位させている状態を示す
断面図、（ｃ）は連結部材の左右の係合片を、それぞれの係合片の接続部の復元力によっ
て、第二状態から第一状態に変位させるとともに、頸部の棒状部を（ａ）とは異なる位置
で挟み込んで係合している状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施の形態に係る人形の頭部連結構造について、添付図面に基づいて
説明する。なお、本実施形態は本発明の一実施形態にすぎず、何等これに限定して解釈さ
れるものではなく、本発明の範囲内で設計可能である。
【００１８】
　本実施形態では、手足、腰などの所要箇所が可動する、いわゆる可動人形を想定してい
る。
【００１９】
　人形は、硬質合成樹脂製の骨格を、軟質合成樹脂製（ソフトビニル樹脂）の外皮（外殻
）で覆って構成され、各関節箇所で可動する可動人形であって、人形の直立状態で、胴部
１の上端から上方に向けて頸部３が突出状態に備えられ、頸部３を頭部１９内に挿入して
連結部材３１によって固定、連結部材３１による固定状態を解除して取り外しするなど、
頭部１９と頸部３とが連結部材３１によって着脱可能に連結されている。（図１参照。）
。
本発明は、頸部３と頭部１９を着脱可能に連結する構造に特徴を有しており、その他の構
成部分については特に図示形態に限定解釈されるものではなく、本発明の範囲内において
任意に設計変更可能であるため、本実施形態ではその特徴部分についてのみ説明しその他
の構成部分についての説明は省略する。
【００２０】
　頭部１９は、軟質合成樹脂（ソフトビニル樹脂）で中空のボール状に成形された頭部外
皮（外殻）２１に、目や頭髪などが任意に備えられ、下面には、頸部３の一部を挿入する
挿入孔部２３が開口している。なお、挿入孔部２３の周辺は、挿入孔部２３に向けて窪ん
だ滑らかな凹面２５が形成されている。
また、本実施形態では、頭部１９の頂面領域を広く開放して開放口２７を形成するととも
に、その開放口２７を着脱可能に被覆する蓋部２９が備えられている。
【００２１】
　頸部３は、例えば図示しない胸部骨格から、人形の直立方向（図中Ｈで示す方向）で上
方に向けて突出状に配された硬質合成樹脂からなる頸部本体５と、頸部本体５の上端部（
頭部１９側の端部）から、頸部本体５の軸心を共用して上方に向けて突出状に配された硬
質合成樹脂材からなる棒状部７と、で構成されている。
本実施形態において棒状部７は、頸部本体５よりも小径の丸棒状に形成されている。
棒状部７は、頭部１９の挿入孔部２３の孔径よりも小径に形成され、挿入孔部２３を介し
て頭部１９の内部空間内に挿入される。
【００２２】
　頸部本体５の周囲は、胸部骨格を覆っている胸部外皮（外殻）から連続して形成されて
いる頸部３の外皮（外殻）９によって覆われている。頸部本体５の上端部（頭部１９側の
端部）には、頭部１９の挿入孔部２３の凹面２５の形状に沿った傾斜面１１が形成されて
いる。この傾斜面１１は、頸部３と頭部１９が連結した際に、頸部本体５の傾斜面１１が
頭部１９の凹面２５と密着することによって、頭部１９の安定した保持を確保する。
【００２３】
　棒状部７は、頭部１９の挿入孔部２３を介して頭部１９の内部空間内に挿入可能な長さ
を有しており、その周面には、係合部１３が長さ方向に複数個設けられている。
【００２４】
　係合部１３は、棒状部７の軸心に対して直交する方向に突出する環状の係合突面部１５
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と、係合突面部１５の外周縁から棒状部７の外周面に向けて昇り傾斜状に形成される環状
の漏斗状面部１７と、で構成されている。換言すれば、棒状部７は、先端側に向けて窄ま
った傘状の突条が軸方向に複数並んで形成された形状である。
　なお、本実施形態において係合突面部１５は、上述の通り、棒状部７の軸心に対して直
交する方向に突出する構成を採用しているが、後述する連結部材３１の係合片４５の係合
爪部４９が係合されて連結部材３１が容易に抜け外れない構成であればよく、例えば、棒
状部７の軸心に対して鋭角な角度を形成して構成されるものであってもよい。
また、本実施形態において係合突面部１５と漏斗状面部１７とは、それぞれ周方向に連続
した環状に形成されているが、周方向に連続していない断続的に形成されているものであ
っても本発明の範囲内である。
また、本実施形態において、棒状部７は、丸棒状に形成されているが、係合部１３を設け
てなるものであれば角棒状に形成されるものなど、本発明の範囲内において任意に形状を
選択可能である。
【００２５】
　連結部材３１は、棒状部７が挿入可能な挿入口３５を備えた押え部３３と、押え部３３
の挿入口３５の縁部から間隔をあけて立設された左右の壁部３９，３９と、左右の壁部３
９，３９にそれぞれ接続部４３，４３を介して接続されて左右の壁部３９，３９間の空間
に向けて相対向して設けられた左右の係合片４５，４５と、を含んで、硬質合成樹脂材に
て一体成形されている。
【００２６】
　押え部３３は、頭部１９の挿入孔部２３よりも大径に形成された平面視で略円形板状に
形成されている。
挿入口３５は、押え部３３の中央領域に平面視で略矩形状に穿設されている。
挿入口３５の孔形状は図示形状に限定解釈されず、棒状部７が挿入可能な形状であれば本
発明の範囲内である。
なお、本実施形態では、図示したように、押え部３３の下面３３ａから上面３３ｂにわた
る外周面３７が、Ｒ状に面取り形成されている（図２乃至図５参照。）。
【００２７】
　左右の壁部３９は、押え部３３の上面に開口している挿入孔部２３の長辺に沿った挿入
口３５の縁部からそれぞれ相対向して立設されている。本実施形態では、側面視で略矩形
板状に形成されている。また、本実施形態では、それぞれの壁部３９の縦辺３９ａの縁部
を対向する方向に向けてＲ状に折り曲げ形成している（図３（ｃ）参照）。
なお、図中符号４１は、それぞれの壁部３９の内面中央領域にて壁部３９の上下方向（図
中Ｈで示す人形の直立方向と同じ方向）にわたって一体成形されているリブである（図３
（ｃ）、図４（ａ）参照。）。
【００２８】
　左右の係合片４５は、側面視で略矩形状に形成されて左右の壁部３９の相対向する縦辺
３９ａの縁部間に備えられた係合片本体４７と、係合片本体４７の押え部３３寄りの端部
にてそれぞれ対向するように形成されている係合爪部４９と、を含んで構成されている。
そして、それぞれの係合片本体４７，４７は、左右の壁部３９，３９にわたって細長板状
の接続部４３，４３を介して一体に備えられている。
また、本実施形態では、壁部３９よりも長尺板状に形成し、壁部３９の上端よりも突出し
て配されるとともに、係合爪部４９が挿入口３５内に配されており、係合爪部４９の下面
と、挿入口３５の開口下端縁、すなわち、係合片本体４７の下端４７ａと押え部３３の下
面３３ａとが同一レベル位置（面一状態）となるように構成されている（図３（ａ）（ｂ
）参照。）。なお、図中符号５５は、それぞれの係合片本体４７の内面領域にて係合片４
５の上下方向（図中Ｈで示す人形の直立方向と同じ方向）にわたって一体成形されている
リブである（図３（ｃ）、図４参照。）。
【００２９】
　本実施形態では、左右の係合片本体４７，４７のそれぞれの上端４７ａ，４７ａ側をつ
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まんで引寄せるようにして接近させると、硬質合成樹脂からなる接続部４３，４３の復元
力に抗して接続部４３，４３がねじり変形する。
これにより、接続部４３，４３を支点として（軸として）左右の係合爪部４９，４９同士
が離間する方向に回動して変位する（第二状態）。
そして、左右の係合片本体４７，４７のそれぞれの上端４７ａ，４７ａ側をつまんでいる
力を解放すると、接続部４３，４３の復元力により、接続部４３，４３を支点として（軸
として）左右の係合爪部４９，４９同士が、棒状部７の係合部１３に係合可能な距離とな
るよう（それぞれの係合爪部４９，４９間の距離が接近するよう）に回動して変位する（
第一状態）。
従って、接続部４３，４３は、左右の係合片４５，４５が、第一状態と第二状態とに変位
可能な程度、すなわち、復元力に抗してねじり変形可能な程度の厚さと幅をもって構成さ
れている。
【００３０】
　係合爪部４９は、係合片本体４７の押え部３３寄りの端部にて、係合片本体４７から直
交する方向に突出形成される係合面５１と、係合面５１先端から係合片本体４７の下端４
７ａにわたって傾斜状に形成されるテーパ面５３と、を含んで構成されており、係合片４
５が第一状態に変位しているときに、頸部３を構成する棒状部７の係合突面部１５に係合
面５１が面接触し、かつ漏斗状面部１７にテーパ面５３が面接触して係合（噛合）するよ
うに形成されている（図５（ａ）（ｃ）参照。）。
また、本実施形態の係合片４５は、係合爪部４９のテーパ面５３が漏斗状面部１７と面接
触可能に形成されているため、連結部材３１の押し込み方向（連結する方向）、すなわち
、頸部本体５に向かう方向に連結部材３１を押し込むときは、漏斗状面部１７の傾斜状の
面部に沿ってテーパ面５３が案内される。
すなわち、本実施形態の棒状部７と連結部材３１との関係は、ラチェット式の係合（噛合
）構造を採用しているため、自由かつ容易に押し込み作業がなし得るが、反対に持ち上げ
る方向（連結を解除する方向）には係合爪部４９の係合面５１が棒状部７の係合突面部１
５に係合（噛合）されて連結部材３１の不意の抜け外れを確実に阻止できる。
【００３１】
　以下、本実施形態の連結構造による頭部１９の交換作業の一例について説明する。
【００３２】
　図５（ａ）は、頭部１９の交換前の連結構造の拡大断面図を示し、係合片４５が第一状
態に変位している状態である。
すなわち、頸部３を構成する棒状部７の係合突面部１５に、係合片４５の係合爪部４９を
構成する係合面５１が面接触し、かつ漏斗状面部１７にテーパ面５３が面接触して係合（
噛合）している（第一状態）。
この状態で、頭部１９の外皮２１は、その挿入孔部２３の孔周辺領域が、連結部材３１の
押え部３３の下面３３ａと、頸部本体５の傾斜面（上端部）１１とによって挟み込まれて
保持される。図５（ａ）にて図示されている本実施形態の頭部１９の外皮２１は薄肉であ
る。
【００３３】
　次に、図５（ａ）で装着していた頭部１９を取り外して異なった頭部１９に交換するに
は、連結部材３１を構成する左右の係合片４５，４５のそれぞれの上端側をつまんで引寄
せるようにして接近させる。すると、硬質合成樹脂からなる接続部４３，４３の復元力に
抗して接続部４３，４３がねじり変形する。
これにより、接続部４３，４３を支点として（軸として）左右の係合爪部４９，４９同士
が離間する方向に回動して変位し、係合突面部１５と係合面５１との係合（噛合）が解除
される（第二状態）。
そして、連結部材３１を上方に引き抜くと共に、装着していた頭部１９を上方に引き抜く
。
【００３４】
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　そして次に、交換する頭部１９を用意し、その挿入孔部２３に、頸部３を構成する棒状
部７を挿し込んで、頭部１９の挿入孔部２３の外周囲の凹面２５と、頸部本体５の傾斜面
（上端部）１１とを当接させる。
【００３５】
　そして、連結部材３１の双方の係合片４５，４５の上端側をつまんで引寄せるようにし
て接近させると、下端側の係合爪部４９，４９が離間して拡開状態となる（第二状態）。
その状態で、開放口２７から頭部１９内に連結部材３１を差し入れる。そして、連結部材
３１の押え部３３の挿入口３５内に、頭部１９内に突出している棒状部７の上端を挿入し
、予め配していた頭部１９の挿入孔部２３方向へと連結部材３１を押し込んでいく（図５
（ｂ））。
【００３６】
　このとき、連結部材３１の係合片４５は、係合爪部４９のテーパ面５３が、棒状部７の
漏斗状面部１７と面接触可能に形成されているため、連結部材３１の押し込み方向（連結
する方向）、すなわち、頭部１９の挿入孔部２３に向かう方向（頸部本体５に向かう方向
）に連結部材３１を押し込んでいけば、漏斗状面部１７の傾斜状の面部に沿って係合爪部
４９のテーパ面５３が容易に案内される。
【００３７】
　そして、押え部３３の下面３３ａが、頭部１９の外皮２１に設けられている挿入孔部２
３の開口周面に当接し、押え部３３によって頭部１９の外皮２１の挿入孔部２３の開口周
面を押圧して頸部本体５の傾斜面（上端部）１１と挟みこむ位置で、連結部材３１の双方
の係合片４５，４５の上端側をつまんで引寄せていた力を解除すると、復元力に抗して接
続部４３，４３をねじり変形させていた力が解かれるため、接続部４３，４３を支点とし
て（軸として）左右の係合爪部４９，４９同士が、棒状部７の係合部１３に係合可能な距
離となるよう（それぞれの係合爪部４９間の距離が接近するよう）に回動して変位する（
第一状態）。
【００３８】
　これにより、係合爪部４９の係合面５１が棒状部７の係合突面部１５に係合（噛合）さ
れ、連結部材３１が棒状部７の任意の位置に固定されるため、頭部１９を構成する外皮２
１の厚みが異なる頭部１９を連結するような要望に対しても対応することができる。
本実施形態によれば、いわゆるラチェット機構を採用しているため、連結部材３１の押し
込み作業が容易になし得るが、反対に持ち上げる方向（連結を解除する方向）には係合爪
部４９の係合面５１が棒状部７の係合突面部１５に係合（噛合）されて連結部材３１の不
意の抜け外れを確実に阻止できる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、手足腰など関節部分が可動する構造の人形、手足腰などが動かない人形、の
いずれにも利用可能である。さらに、人間の男性・女性を模写した人形に限らず、動物や
空想上の生物若しくはロボットなどを模写した人形にも利用可能である。
【符号の説明】
【００４０】
１　胴部
１９　頭部
２３　挿入孔部
７　棒状部
１３　係合部
３３　押え部
３５　挿入口
３９　壁部
４３　接続部
４５　係合片
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